
協働のまちづくり活動支援事業　活動報告（中間報告）

NPO法人恩おくり 代表者名 岩本　希

①
地域の課題
[課題を何と考えて事業
を行った（行う）のか]

②
いつ
[事業実施日時]

③
どこで
[場所]

④
誰のために
[対象者]

⑤
実施内容・進捗状況
[どんなことをした（す
る）のか]

⑦
事業の効果
[どんな効果があった
（ある）か]

⑧
事業の展望
[今後どうするのか]

別紙

自由記載欄（事業に関連する写真やチラシ、ＰＲなど）

市内広い範囲及び多世代に渡り、経済的事情等の背景から食品の購入に制
限のある世帯が存在している。困窮世帯は孤立や居場所の課題を併せ持っ
ていることも多い。市内には食を通した支援活動を行う団体が複数ある
が、周知不十分等の理由で有効利用されない、ノウハウやマンパワーの課
題があるなどで発展していない現状がある。さらに全国的な課題である未
利用食品廃棄について江別市も例外ではなく、これらの課題を解決する方
法の一つとして事業を実施している。

子ども食堂開催場所を知らない方が自宅から徒歩圏内にある開催場所へ初
めて足を出向くきっかけになっている様子がうかがえる。これまで全拠点
へ来場する世帯もあり、何度も顔を合わせることで挨拶や近況を話す程度
の関係を構築できている。チラシを元に事業活動内容、食品提供希望など
多くの問い合わせを受けており、食品集め及び配布に関する市民の意識を
高める効果を発揮していると考えられる。

市内の子ども食堂や食品配布団体の活動情報と今回の出張フードパントリー
の開催情報を掲載したチラシを作成し、まんまる新聞折込チラシにて大麻エ
リアを覗く市内全域に配布した。
さらに、市内で子ども食堂等を行う他団体の拠点に出向き、食品配布を共催
する。子ども食堂開催日に併せて配布を実施し、食堂場所の案内を行ってい
る。社会福祉協議会くらさぽスタッフによる相談機能も起き、交流機会を持
ち必要に応じて支援に繋げられるようにしている。

食品の受け取り対象は原則限定していない。前提として経済的困窮状態に
ある方を配布の対象とすることを周知した上で、自己判断で食品の購入に
負担を感じている世帯を対象としている。

6月24日恩おくり（大麻）、8月28日眞願寺（条丁目）、10月19日て
まりの華（元江別）
（今後実施）12月21日にこにこ広場（見晴台自治会館）、2月9日あす
かの森認定こども園（緑町）

（終了済み）6月24日、8月28日、10月19日
（今後実施）12月21日、2月9日

食の支援拠点を広めよう！出張・協働フードパントリー実践＆広報大作戦

団体（グループ）名

実施事業名

企業や市民からの食品募集を活発化した上で、子ども食堂等運営団体との
連携を強化し生活困難を抱えた世帯へ支援の手が行き届くよう食の流通と
提供の体制を整える。
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